
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年８月１８日   

９・２２ 
全国一般

来期、次の１０

会
を
、
次
の
ス
タ
ー
ト

の
一
歩
と
な
る
大
会

と
し
て
い
き
た
い
。 

 

今
期
も
２
４
春
闘

を
取
り
組
み
、
解
雇
や

不
当
な
権
利
侵
害
に

四
半
世
紀
の
取
り
組
み
を
、
来
期
、
次

の
１
０
年
の
取
り
組
み
に
繋
い
で
い

く
大
会
と
し
て
い
こ
う
。
組
合
員
の
協

力
で
、
第
２
７
回
定
期
大
会
を
成
功
さ

せ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
い
こ

う
！ 

 
 
 

（
委
員
長 

沢
口
） 

昨年度 第

               全国一般神奈川

●
９
月
４
日 

１
８
時 

橋
本 

ア
セ
ッ
ク
団
交 

 

●
９
月
１
０
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
１
２
回
執
行
委
員
会 

 

●
９
月
１
１
日 

１
６
時 

新
横
浜 

横
浜
交
通
開
発
団
交 

 

●
９
月
１
１
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
９
月
１
４
日 

１
５
時 

事
務
所 

郵
政
会
議 

  

 第２７回定期大会
全国一般全国協神奈川

１０年の取り組みに

修
正
し
て
き
た
が
、
こ

の
間
の
社
会
の
変
動

に
対
応
で
き
て
い
る

と
は
言
い
が
た
い
。
抜

本
的
に
時
代
に
即
し

た
組
織
運
営
、
次
の
１

０
年
を
見
据
え
た
変

革
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
今
２
７
回
定
期
大

地
球
温
暖
化
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
自
公

政
権
が
進
め
て
き
た
異
次
元
の
金
融

緩
和
政
策
に
よ
る
円
安
が
大
き
な
要

因
と
し
て
い
る
。
私
た
ち
の
雇
用
と
生

活
は
、
当
然
な
が
ら
社
会
と
は
無
関
係

で
は
な
い
。
職
場
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、

社
会
運
動
の
一
翼
と
し
て
の
運
動
を

今
期
も
推
進
し
て
き
た
。
こ
の
１
年
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
全
国
一
般
神
奈
川
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●
８
月
２
２
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
８
月
２
３
日 

１
９
時 

藤
沢 

郵
便
南
関
東
支
社
団
交 

 

●
８
月
２
５
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
１
１
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

●
８
月
２
６
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
会
議 

 

●
８
月
２
９
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
駅
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

 

●
９
月
４
日 

１
８
時 

橋
本 

回定期大会に結集
神奈川 四半世紀の取り

みに繋いでいく大会としていこう
害
を
許
さ
ず
、
権
利
侵
害
と
闘
う
！
」

「
安
心
し
て
働
き
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
社
会
の
実
現
」
に
む
け
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
を
し
た
。
今
２
７
回
定
期
大

会
を
も
っ
て
、
四
半
世
紀
の
活
動
を
経

た
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
諸

先
輩
、
そ
し
て
地
域
、
全
国
の
仲
間
の

支
え
と
、
組
合
員
の
協
力
、
労
働
相
談

担
当
者
の
献
身
的
な
取
り
組
み
で
、
私

間
も
い
る
。
職
場
で
の
取
り
組
み
を
重

視
し
、
一
人
で
も
職
場
で
春
闘
を
闘

い
、
職
場
で
の
課
題
の
改
善
を
進
め
て

き
た
。
労
働
者
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
、
私
た
ち
の
組
織
運
営
等
、
課
題
は

山
積
み
だ
が
、
労
働
者
の
闘
い
の
受
け

皿
と
し
て
、
地
域
で
の
位
置
を
築
い
て

き
た
四
半
世
紀
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ

の
都
度
組
織
の
在
り
方
、
運
営
方
法
は

修
正
し
て
き
た
が
、
こ

見
等
企
画
し
て
き
た
。
私
た
ち
労
働
者

の
生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
に
は
、
職

場
の
取
り
組
み
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、

社
会
状
況
も
私
た
ち
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。
戦
争
は
、
最
大
の

権
利
侵
害
、
差
別
で
あ
る
。
私
た
ち
の

権
利
は
平
和
で
あ
る
か
ら
こ
そ
守
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
諸
物
価
の
高
騰

は
、
世
界
の
戦
争
と
対
立
の
深
ま
り
、

地
球
温
暖
化
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
自
公

                    第２９１（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

者
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
８
月
１
８
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

 

●
８
月
１
８
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
８
月
１
９
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
１
１
回
担
当
者
会
議 

 

結集しよう! 
り組みを、 

としていこう！ 
組
合
員
の
皆
さ
ん
！ 

 

全
国
一
般
神
奈
川
は
、
９
月
２
２

日
、
神
奈
川
労
働
プ
ラ
ザ
に
て
第
２
７

回
定
期
大
会
を
開
催
す
る
。
全
国
一
般

神
奈
川
に
と
っ
て
節
目
と
な
る
大
会

に
な
る
。
１
９
９
８
年
１
０
月
、
全
国

一
般
神
奈
川
は
、
「
労
働
者
の
権
利
侵

害
を
許
さ
ず
、
権
利
侵
害
と
闘
う
！
」

た
ち
は
運
動
を
継
続
し
て
き
た
。 

 

結
成
以
来
個
人
加
盟
を
原
則
と
し
、

名
実
と
も
に
地
域
合
同
労
組
と
し
て
、

幾
多
の
権
利
侵
害
と
闘
い
、
裁
判
、
労

働
委
員
会
を
取
り
組
ん
で
き
た
。
不
当

解
雇
と
闘
い
、
解
雇
撤
回
、
職
場
復
帰

を
勝
ち
取
り
、
無
事
定
年
を
迎
え
た
仲

間
も
い
る
。
職
場
で
の
取
り
組
み
を
重

対
し
て
、
３
件
の
裁
判
、
労
働
委
員
会

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
労
働
相

談
を
中
心
に
、
組
織
化
を
進
め
て
き

た
。
地
域
の
仲
間
と
最
賃
の
取
り
組

み
、
労
働
法
制
の
学
習
会
、
反
戦
反
基

地
、
反
差
別
、
沖
縄
の
平
和
行
進
に
参

加
し
て
き
た
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
お
花

見
等
企
画
し
て
き
た
。
私
た
ち
労
働
者



 

 

 

 

 

第２７回定期大会
９月２２日（日）  
１３：００開場  

１３：３０開始  

１５：３０終了  

＊終了後、別会場にて懇親会開催

神奈川労働プラザ 
〒231-0026  

神奈川県横浜市中区寿町 1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年８月１８日   

７
年
５
月
３
日
、
「
日
本
国

憲
法
」
が
施
行
さ
れ
、
戦
後

復
興
へ
と
歩
み
を
は
じ
め

た
歴
史
を
持
つ
国
、
日
本

だ
。
今
、
戦
争
を
知
ら
な
い

世
代
が
増
え
た
と
は
言
え
、

戦
争
の
加
害
や
被
害
の
悲

惨
さ
を
し
っ
か
り
と
学
び
、

古
屋
大
学
）
教
授
の
講
演
を

拝
聴
、
学
ぶ
。
翌
９
日
は
、

ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
長

崎
原
爆
資
料
館
館
長
に
手

交
。
そ
の
後
、
１
１
時
か
ら

開
催
の
爆
心
地
公
園
慰
霊

集
会
に
参
加
す
る
な
ど
一

連
の
活
動
を
行
い
、
私
た
ち

9・22 第２７
労働法制の改悪を許さず、全
の労働者が「安心して働き、生活
できる社会」の実現をめざして、
定期大会を成功させよう！

ピースメッセージの手交を終えて。長崎平和資料館館長と共に

回定期大会 
 

懇親会開催 

 5・6・7 会議室 

1 丁目 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 全国一般神奈川

８
月
１
５
日
敗
戦
記
念

日
を
迎
え
た
。
各
地
で
式
典

が
開
催
さ
れ
、
犠
牲
者
を
慰

霊
し
反
戦
平
和
の
思
い
を

新
た
に
し
た
。
７
９
年
前
の

こ
の
日
、
ラ
ジ
オ
の
玉
音
放

送
で
国
民
に
対
し
て
敗
戦

を
告
げ
た
。
そ
の
後
、
９
月

２
日
に
東
京
湾
上
の
戦
艦

ミ
ズ
ー
リ
で
降
伏
文
書
に

調
印
し
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」

を
受
諾
、
２
年
後
の
１
９
４

７
年
５
月
３
日
、
「
日
本
国

停
止
を
申
し
入
れ
た
。
さ
ら

に
猛
毒
の
放
射
性
物
質
を

含
む
核
燃
料
高
レ
ベ
ル
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
文
献

調
査
を
受
け
入
れ
た
玄
海

町
に
撤
回
の
申
し
入
れ
を

地
域
の
仲
間
と
共
に
行
っ

た
。
８
日
は
、
「
８
・
８
平

和
を
考
え
る
長
崎
集
会
」
に

参
加
、
「
平
和
な
状
態
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
は
」
と
題
す
る
飯
島
（
名

古
屋
大
学
）
教
授
の
講
演
を

を
深
く
し
た
。
命
を
大
事
に

で
き
る
社
会
を
求
め
共
に

進
み
ま
し
ょ
う
。
（
佐
藤
） 

７回定期大会へ 
労働法制の改悪を許さず、全て
の労働者が「安心して働き、生活
できる社会」の実現をめざして、

大会を成功させよう！ 

ナ
ス
で
あ
り
、
こ
の
間
の
賃
上

社
会
は
女
性
の
社
会
進
出
を
阻

（
米
山
） 

ピースメッセージの手交を終えて。長崎平和資料館館長と共に! 

全国一般神奈川                   

８
月
１
５
日
敗
戦
記
念

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ

う
か
。 

私
は
、
８
月
７
日
か
ら
８

月
９
日
の
３
日
間
で
、
反
戦

平
和
な
ど
自
転
車
で
各
地

を
巡
り
訴
え
る
唐
津
・
佐
世

保
・
長
崎
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル

に
参
加
し
た
。
そ
の
活
動
で

は
、
７
日
は
、
１
３
年
に
な

る
福
島
原
発
事
故
の
再
演

を
憂
い
玄
海
原
発
稼
働
の

停
止
を
申
し
入
れ
た
。
さ
ら

の
取
り
組
み
で
、
地
元
で
活

動
に
取
り
組
む
仲
間
と
出

会
い
、
意
見
交
流
す
る
こ
と

で
、
反
戦
平
和
、
脱
原
発
、

環
境
へ
の
そ
の
思
い
を
共

有
す
る
仲
間
の
輪
を
広
げ
、

反
戦
平
和
、
脱
原
発
の
思
い

を
共
有
し
、
と
も
に
一
歩
踏

み
出
す
こ
と
で
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
球
、
社

会
を
創
る
も
の
と
の
思
い

を
深
く
し
た
。
命
を
大
事
に

で
中
小
非
正
規
の
最
低
賃
金
改

定
に
向
け
て
実
態
把
握
が
出
来

て
い
な
い
問
題
を
指
摘
し
て
、

物
価
上
昇
に
対
応
し
た
最
低
賃

金
確
保
の
た
め
、
全
国
一
律
最

賃
制
、
時
給
１
５
０
０
円
以
上

を
強
く
訴
え
た
。(

以
下
、
意
見

書
「
最
低
賃
金
を
１
５
０
０
円

以
上
に
」
の
骨
子) 

実
質
賃
金
は
２
６
カ
月
マ
イ

ナ
ス
で
あ
り
、
こ
の
間
の
賃
上

現
在
の
ラ
ン
ク
付
け
は
、
地

方
の
過
疎
化
、
極
限
集
落
を
生

み
出
す
元
凶
と
な
っ
て
お
り
、

全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制
の
確

立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

最
賃
の
問
題
は
そ
の
他
様
々

な
問
題
に
波
及
し
て
い
る
。
結

婚
を
諦
め
る
若
者
が
増
え
、
こ

の
こ
と
は
少
子
化
問
題
に
連
動

し
、
相
変
わ
ら
ず
男
性
中
心
の

社
会
は
女
性
の
社
会
進
出
を
阻

最
低
賃
金
が
低
い
こ
と
が
社

会
的
問
題
の
根
源
と
な
っ
て
お

り
、
最
低
賃
金
を
一
律
１
５
０

０
円
に
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
委
員
の
皆
様
に
お

い
て
は
、
中
央
の
ラ
ン
ク
付
け

を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
な
く
、

全
国
一
律
１
５
０
０
円
以
上
の

実
現
へ
の
尽
力
を
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
る
。 

（
米
山
） 

共
闘
か
ら
小
内
事
務
局
長
、
日

板
の
山
崎
さ
ん
親
子
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
前
日
の
仕
込
み

か
ら
野
中
執
行
委
員
が
準
備
し

た
２
種
類
の
カ
レ
ー
を
皆
で
お
い

し
く
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
の
レ
ク
は
１
０
月
２
０
日
に

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

是
非
参
加
く
だ
さ
い
。 

８月８日炎天下で長崎市内に向けて走る

                   第２９１号（２） 

平
和
を
次
世
代
へ
と
継
承

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
思
い
を
訴
え
た
。 

こ
の
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル

７
月
３
１
日
に
行
わ
れ
た
神

奈
川
最
低
賃
金
審
議
会
に
お
い

て
、
全
国
一
般
神
奈
川
か
ら
意

見
表
明
を
行
っ
た
。
意
見
表
明

で
は
神
奈
川
最
低
賃
金
審
議
会

で
中
小
非
正
規
の
最
低
賃
金
改

げ
は
物
価
上
昇
に
全
く
追
い
つ

い
て
い
な
い
。
特
に
中
小
で
は

毎
年
１
０
月
の
最
賃
改
定
ま
で

賃
上
げ
が
行
わ
れ
な
い
と
い
う

現
実
が
あ
る
。 

現
在
の
ラ
ン
ク
付
け
は
、
地

ん
で
い
る
。
更
に
低
賃
金
は
年

金
支
給
の
低
額
化
の
形
で
高
齢

者
を
苦
し
め
、
外
国
人
労
働
者

の
低
賃
金
の
要
因
と
も
な
っ
て

い
る
。 

最
低
賃
金
が
低
い
こ
と
が
社

神
奈
川
最
賃
審
議
会
で
意
見
表
明 

７
月
２
８
日 

支
部
代
会
議
終

了
後
に
、
松
田
町
の
加
藤
農
園

と「
ら
ぽ
お
る」
の
八
谷
さ
ん
提

供
の
じ
ゃ
が
い
も
を
使
っ
た
カ
レ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
組
合
員
の
ほ
か
、
県

７
月
支
部
代
終
了
後
に 

カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催 
反
戦
平
和
行
動
（
唐
津
・
佐
世
保
・

長
崎
）
に
参
加
し
て 

８月８日炎天下で長崎市内に向けて走る 


